








はじめに 

Henoch-Schonlein 紫斑病は,合併症である腎炎の程度が予後を決定し,その大部分は予後

良好であるが,一部は腎不全に陥ることが知られている。進行する可能性の高い症例にはス

テロイド剤,免疫抑制剤,抗凝固療法,血漿交換などが行われているが,治療法はいまだ確立

されていない。また,いかなる症例が腎不全に陥るのか,そして,その症例をいかに早期に判

断し,治療を導入するかが問題となっている。そこで今回,筆者等はこの 12 年間に当院を受

診した紫斑病性腎炎患児で,1年以上経過を追い得た自験例55例において,予後不良例を早

期に知ること及び自然経過を知ることを目的として,臨床組織学的検討を行った。また,8

年以上尿所見の持続している例を検討し,長期予後について興味ある知見を得たので報告

する。 


